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【はじめに・・・】
特養入所要件が介護度3以上となり、中度要介護者となった方々がケアハウスに滞留し、また一見したところ健常でも、実は目に見えない、認知症を含む高次脳機能障害を抱えているという方々も増え、少人数体制での運営は年々困難を増しています。一方まだまだお元気で地域社会とかかわっていけるレベルの方も多くいらっしゃり、ケアハウスというのはまさに小さな一地域なのだということを感じています。
　地域包括ケアシステムでは、高齢者に役割を持っていただくことにより、生きがいや介護予防につなげることが必要だと言われます。辰巳彩風苑でもより多くの入居者に“人の役に立っている”という誇りを持っていただけるよう、そしてその活動が楽しいものであるよう仕組みを作っていきたいと思います。
また開設以来常に地域を意識し、自己完結せず、循環する施設運営を心掛けてきたことが、体操の地域開放の成功に繋がっていますが、今年はアンバサダーとして、あるいは違う形で、地域に貢献する入居者をさらに増やしていきたいと思います。
世代交代を意識しつつ、以上の大きなテーマに挑むため、以下の重点目標を定めます。

１．より良い“人生の伴走者”になる
ケアハウスの存在意義は、人生の総まとめのこの時期に、傍らで見守りながら一緒に歩く私達スタッフがいることです。一人一人の職員がより良い”人生の伴走者“になるべく、聴く力、感情コントロール、コミュニケーション技術を養います。また”言葉かけ”、“言葉遣い”を一層意識していきます。

２．他者に喜んでもらいたいという気持ちを大切にする
　入居者によって行われているボランティア活動、入居者の「他の人に喜んでもらいたい」という気持ちを大切にし、活かします。また活動をより楽しみ、可視化するために“市ポ”にならって、彩風苑ポイント制度を導入します。

３．地域の自立支援施設になる
　地域包括支援センターと協力し筋金近トレ体操(いいあんばい体操)を地域に広げて行くことで、地域の自立支援施設を目指します。またアンバサダーを増やします。

